
発行日：平成２７年９月１６日

旧甫木水門撤去工事の
地元説明会を開催しました

発信元

大隅河川国道事務所

高山出張所

平成２７年８月２６日、旧甫木水門撤去工事の地元説明会を開催しました。説明会には、鹿屋

市串良町大坪地区の方々１５名にご参加いただき、工事の必要性・内容の説明はもちろんのこ

と、工事期間中はご迷惑をおかけする旨のご協力をお願いさせていただきました。

参加いただいた方には、工事の説明を熱心に聞いていただき、また後半の質疑応答では、水

門周辺の環境整備がどうなるかなどのご質問があり、地域の方々の関心の高さがうかがえまし

た。また、今までの浸水被害の苦労話や河川改修事業への期待などの貴重なお話も聞かせて

いただき、本工事が、地域の皆様の生命・財産を守るための重要な事業であることを改めて感じ

ました。

工事施工に際しては、これまで同様、周辺環境に注意を払いながら施工いたしますので、引き

続き地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

改修後は浸水被害が解消！

甫木川の近年の主な水害

※甫木水門は、肝属川本川（直轄管理区間）と肝属川水系甫木川（鹿児島県管理河川）の合流

点に位置しています。 従来の甫木川は川幅が狭く、過去何度も浸水被害が発生しており、鹿児

島県により河道改修整備が進められてきました。これに合わせ、大隅河川国道事務所も、平成

２４年度から水門の改築工事を行い、平成２６年度に水門部分が完成し、今年度古い方の水門

を撤去いたします。

ほ の き

旧・甫木水門
（排水量：４５㎥/ｓ）

新・甫木水門
（排水量：１２５㎥/ｓ）

撤去予定

床上浸水 床下浸水 合計

H 5.8.1 24 49 73

H 9.9.16 1 1 2

H 17.9.15 6 34 40
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浸水家屋数（戸）

Ｈ２６年度完成


